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１ 人口ビジョンの作成について 
  町は、今後のまちづくりの基本指針である「美里町総合計画・美里町総合戦略」の策定にあたり、 
これまでの総合計画の実施における評価を行うとともに、今後の町の将来を設計したところです。 
さらに、地方における最大の課題である「人口減少」に真摯に向き合うため、町の人口動態を明ら 

かにする必要があることから人口の現状、将来の展望を行う人口ビジョンを作成するものです。 
 
２ 人口ビジョンとは 
  各地方公共団体における人口の現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共有し、今後目指す 
べき将来の方向と人口の将来展望を提示するものです。 
 
３ 人口ビジョンの期間について 
  人口ビジョンの期間については、美里町総合計画・美里町総合戦略における将来目標の実現を目 
指し設定した２０４０年（平成５２年）までとする。 

 
４ 人口の現状分析 
 (１) 人口動向分析 

ア 総人口の推移と将来推計 
    美里町の人口推移は、次のとおりとなっています。（図１） 

図１1   

 
これまでの人口推移をみると、昭和６０年から人口は減り続けています。小牛田地域は、過去 

の住宅政策による人口変化がありましたが、南郷地域は人口増加の要素は過去になく、人口減少 

の状態が長期間続いています。 

イ 国勢調査における本町の人口推移と国による将来人口推計 
これまでの人口推移と国が示す本町の将来人口推計を示します。（図２） 

 

 

                                                 
1 国勢調査による数値。 
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図２2 

 
図２では、平成２２年（２０１０年）から急激な人口減少のカーブが見られ、これから人口減 

少が、より深刻化することが推計されています。 
    平成２２年の実績と国が示す推計の年齢３区分（０―１４歳、１５歳―６４歳及び６５歳以上） 

の人口を表します。（図３） 
  図３3 

 
(２) 出生数・死亡数及び転入数・転出数の推移 

                                                 
2 国勢調査による実績と国の機関による推計値を組み合わせたもの 
3国勢調査による実績と国の機関による推計値を組み合わせたもの 
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ア 出生数と死亡数 
    出生数と死亡数の推移を次に示します。（図４） 
 図４4     

 
死亡数は徐々に増え続け、出生数は下がり続いていることが分かります。自然減として人口減 

少に大きな影響を及ぼします。 
イ 転入数と転出数 

    転入数と転出数の推移を示します。（図５） 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
4住民基本台帳による数値 
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図５5 

 
転出数は徐々に減り、平成２４年から転入数が転出数を上回り、社会増の状況が続いているこ 

とが分かります。 
 

ウ 自然増減数と社会増減数 
人口の自然増減数と社会増減数の推移を示します。（図６）   

図６6     

 
平成２１年及び平成２４年以降に社会増が起きていることが分かります。しかし、自然減がますま 

                                                 
5 住民基本台帳による数値 
6住民基本台帳による数値 
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す悪化していることも分かります。社会的、自然的な人口の動向を踏まえると、常に人口は減って

いることが分かります。よって、移住定住策とともに少子化対策、高齢者福祉、地元への愛着づく

りなど多様な取組が人口の増加、人口減少の緩和に効果をもたらすと言えます。 
 

 (３) 性別・年代別の人口移動の状況 
   性別及び年代別の転入と転出の状況を示します。（図７、図８） 

ア 転入者の状況 
   図７7 

 

転入者全体の３３．６％が３０歳から４９歳までの年代が占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
7 図７から図２９までは住民基本台帳を基に国から提供された数値を用いて作成しています。 
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イ 転出者の状況 
図８ 

 
転出者全体の４２．４％を１５歳から２９歳までの年代が占めています。また、その世代の女性が

町内から転出することは出生数の減少にも影響を与えます。 
転出者に占める割合は１５歳から２９歳までの年代が一番高く、転入者に占める割合は３０歳から 

４９歳までの年代が一番高くなっています。 
ウ 転入数と転出数から発生する影響 

次に転入数から転出数を差し引いた数を男女別・年代別に示します。（図９） 
図９ 

 
   平成２６年は、１５歳から２９歳までの年代以外のすべての年代で、転入数が転出数を上回って

いることが分かります。１５歳から２９歳までの学生を含む若者が転出超過になっていることを真

摯に受け止めることは必要です。 
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４) 移動先、旧居住地別の人口移動の状況 
ア 転出の状況 

   はじめに人口の流出の状況を転出者の転出先をもとに見てみます。（図１０） 
  図１０ 

 

   転出者が一番多い１５歳から２９歳までの年代では、女性の県内転出が多いことが分かります。 
また、転出者全体の７４．７％が県内転出であり、県外転出は２５．３％です。 
１５歳から２９歳までの年代だけを見ると、県内転出は６７．３％であり、県外転出は３２．７％ 

となり、この年代の県外転出の割合が高いことから、全体から見ると県外転出の傾向にあると言え 
ます。 
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イ 転入の状況 
次に、転入者を転入前の所在地（県内・県外）別及び男女別に示します。（図１１） 

  図１１ 

 
  転入者の多くを占めている１５歳から２９歳まで及び３０歳から４９歳までを見ると、男女の差は 
ほとんど見られず、いずれも県内の他の地域からの転入が目立ちます。県外・その他の地域からの転 
入に目を向けると、１５歳から２９歳までの年代にあっては２８１人中５４人（１９．２％）、３０歳 
から４９歳までの年代にあっては３２２人中７０人（２１．７％）、５０歳から６９歳までの年代は１ 
２６人中２５人（１９．８％）と、どの年代においてもＵＩＪターンの特殊な地域とはなっていませ 
ん。 
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ウ 異動先から見た転入・転出の影響 
    次に転入前の所在地（県内・県外）別、年代別及び男女別による転入転出の差引について示し

ます。（図１２） 
図１２ 

 
   ほとんどの性別、年代別、転入前の地域別で増加を生んでいることが分かります。しかし、１５ 

歳から２９歳までの年代において、県外からの転入数を県外への転出数が大きく上回り、男性で２ 
５人、女性で２４人が他の都道府県に流出していることが分かります。 
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 (５) 県内市町村間における人口移動 
ア 転出の状況 

   人口の流出状況を把握するため、宮城県内の市町村への転出の状況を見てみます。初めに本町 
  からの転出先別に見てみます。（図１３） 

   図１３ 

 

仙台市、大崎市への転出数が他の地域に比べて、特に多いことが分かります。また、女性と男性 
の差についても大きな差は見られません。 

   
イ 転入の状況 

    本町への転入の状況を同じく見てみます。（図１４） 
  図１４ 

 

転入については、仙台市と大崎市の順が逆になり、大崎市からの転入が目立ちます。石巻市からの 
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転入者数の多さが目立ち、平成２３年３月の東日本大震災により、自宅等の再建の場として本町を

選択していると考えられます。石巻市、東松島市、女川町、多賀城市、亘理町、南三陸町の県内沿

岸部市町が上位に位置していることから、その可能性は高いと思われます。 
 
ウ 県内市町村との転入・転出の状況 

  県内市町村毎の転入数・転出数、さらにその差を示しました。（図１５） 
図１５ 

 
転入超過の相手先市町は１７市町であり、その中でも１０人以上の転入超過の相手先市町は６市町 

となっています。その６市町は大崎市（１１７人）、石巻市（５３人）、登米市（３４人）、東松島市（２  
１人）、涌谷町（２１人）及び女川町（１５人）となり、そのうち沿岸部に位置する市町は３市町で、 
その転入超過数は８９人となっています。 
一方、転出超過の相手先市町は、仙台市（１３人）をはじめとして、名取市（１２人）、富谷町（１ 

０人）、塩釜市（１０人）、利府町（８人）と続いています。 
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エ 県内市町村との転入・転出の状況（男女別） 
  次に男性、女性の内容をそれぞれ見てみます。（図１６） 
図１６ 

 
男性は全体の傾向とほぼ同じ内容となり、転入超過は大崎市、石巻市、登米市等であり、転出超過 

は仙台市、名取市、富谷町等となっています。次に女性の状況を見てみます。（図１７） 
  図１７ 

 

女性が、全体及び男性の傾向と違う点は転出超過先の最大の相手市町が名取市であり、次いで富谷 
町、塩釜市と続く点です。女性の場合、就業地に伴う転出に加え、婚姻による転出が影響してきます。 
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(６) 美里町と大崎市における人口移動の状況 
   本町の人口移動において、大きな影響を持つ大崎市との関係を見てみます。 
   初めに年代別、転出・転入別にその状況を表し、加えて転入超過の状況を見ます。（図１８） 
ア 大崎市への転入・転出の年代別状況 
 図１８ 

 
大崎市を相手にすると、いずれの年代においても転入超過となっています。転入者数、転出者数及 

び転入超過がいずれも最大の年代は３０歳から４９歳までの年代であることが分かります。また、１

５歳から４９歳までの間での人口移動が激しいことがグラフから分かります。 
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イ 大崎市への転入・転出の年代別状況（男女別） 
次に男性に限定して同じ内容を見てみます。（図１９） 

 図１９ 

 
男性について、全体の傾向とほぼ同様の傾向となっています。では、女性の場合を見てみます。（図 

２０） 
  図２０ 

 
女性は１５歳から２９歳までの年代で転入超過が発生している点が特徴です。大崎市においては、 

小牛田と東北本線でつながる地域もあり、陸羽東線でつながる旧古川市街地もあります。さらには仙 
台駅と小牛田駅間の鹿島台、松山もあり、人口移動の要素は複雑になっていると考えられます。 

 
(７) 美里町と仙台市における人口移動の状況 
ア 仙台市の区ごとにおける移動の状況（転出） 

大崎市とともに美里町の人口移動に大きな影響を持つ仙台市に関係する内容を見てみます。 



15 
 

   はじめに本町から仙台市へ転出する方の転出先を見てみます。（図２１） 
図２１ 

 
１５歳から２９歳までの年代の転出者が多いことがグラフから分かります。特に泉区への転出は１ 

５歳から２９歳までの年代が他の年代に比べて著しく多いことが分かります。また、最大の転出先は

宮城野区となっています。 
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イ 仙台市の区ごとにおける移動の状況（転入） 
 次に、転入の傾向を見てみます。（図２２） 

図２２ 

 
最大の転入先は青葉区であり、７０歳以上の転入者もいることが分かります。また、転入者の多く 

が３０歳から４９歳までの年代で、転出者に比べ、その年代層が広くなっていることが分かります。 
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ウ 仙台市の区ごとの詳細 
 次に転出・転入の状況を年代別、性別、転出・転入別とその差を区ごとに表します。（図２３、 
図２４、図２５、図２６及び図２７） 

図２３ 

 
図２４ 
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  図２５ 

 
 
図２６ 
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図２７ 

 
青葉区）１５歳から２９歳までの年代で転出超過（－４人）し、青葉区全体では転入超過（１５人） 

しています。 
宮城野区）転入超過は０歳から１４歳までの年代（４人）及び７０歳以上の年代（１人）であり、 

その他の年代はすべて転出超過しています。宮城野区全体では転出超過（－８人）です。 
若林区）宮城野区同様、転入超過は０歳から１４歳までの年代（１人）及び７０歳以上の年代（１ 

人）であり、その他の年代はすべて転出超過している。若林区全体では転出超過（－４人）

です。 
太白区）転入超過は７０歳以上の年代のみ（２人）であり、その他の年代はすべて転出超過してい 

ます。太白区全体では転出超過（－１２人）です。 
泉区）すべての年代の転入転出が均衡又は転出超過の状態です。泉区全体で－６人転出超過となり 

ました。 
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(８) 平成２６年における主な人口移動の内容 
   平成２６年において１０人以上の転出区分を転出先別・性別・年代別で多いほう順に並べます。 

（図２８） 
 

ア 主な転出 

  図２８ 

 
上位４つはいずれも大崎市への転出で男女の若者が中心となっていることが分かります。次いで、 

若い女性の東京都への転出が続きます。 
 

イ 主な転入 

同様に転入者の前住所別に見てみます。（図２９） 
   図２９ 
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転入に関しては上位６つが大崎市からの転入となっています。そのあとに涌谷町、石巻市、登米市 
等からの転入が続きますが、その中でも石巻市からの転入の項目の多さが目立ちます。 

 
(９) 女性人口の動き 

    少子化に直接、影響を及ぼす女性人口、その中でも１５歳から４９歳までの女性人口の推移を 
平成２２年から平成２７年まで見てみます。（図３０） 

ア 女性人口の推移 
 

 図３０8 

 
１５歳から２０歳までの年代を年単位で見ると、年々減少していることが分かります。また、１５ 

歳から４９歳までの間に、年を重ねるごとに減少していたことが分かります。ななめ上に向かって「く 
の字」を描いています。 
では、人口増加が著しいと言われる他の町の傾向と比較して見てみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
8 図３０から図３７までは民基本台帳の宮城県統計資料参考。平成２５年以前は３月末の数値。集計方法
変更により平成２６年から１月１日現在の数値となりました。 
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イ 他の町との比較 

ここでは利府町（図３１）と富谷町（図３２）を例とします。 
図３１ 

 
 
図３２ 

 
利府町：美里町同様に１５歳から２９歳までの女性人口は以前に比べ、徐々に減ってきていること 

か分かります。 
富谷町：１５歳から２９歳までの人口と３０歳から３９歳までの人口がほぼ同数又は増加という傾

向が見られ、女性人口が大きく減少していないという特徴があります。また、４０歳から

４９歳までの年代の女性は年を追って増加していることが、明らかに分かります。富谷町
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のグラフのラインは美里町と利府町のラインとは異なっています。 
 

ウ 女性人口と子どもの数 
１５歳から４９歳までの人口と０から４歳までの子どもの数の推移を見てみます。（図３４） 

図３４ 

 
美里町の０から４歳までの子どもの数は平成２２年が最大で４１５人、最少が平成２４年の３８３ 

人となっています。また、３０歳から３９歳の女性も平成２４年に最少の１，３５９人となっていま

す。さらに、１５歳から２９歳までの女性は、平成２２年時の１，７７１人に比べ、平成２７年では

１，５８２人と１８９人も減少しています。平成２２年を１００とすると平成２７年は８９．３とな

ります。 
それでは、利府町（図３５）と富谷町（図３６）を例に子どもの数と女性数を見てみます。 
図３５ 
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利府町の０から４歳までの子どもの数は平成２５年が最大で８１８人、最少が平成２２年の７８０

人となっています。 
３０歳から３９歳の女性数が最少である平成２２年が子ども数も最少であり、３０歳から３９歳ま 

での女性数が最大である平成２５年が子ども数も最大となっています。 
グラフを見ると利府町においても１５歳から２９歳までの女性数が減少していることが分かります。

平成２２年時の３，１８９人に比べ、平成２７年では３，０００人と１８９人も減少し、平成２２年

を１００とすると平成２７年は９４．１となっています。 
次に富谷町を見てみます。 

 
  図３６ 

 

富谷町は、美里町及び利府町に比べ、女性数を示す線グラフの動きが激しく、人口動態が活発であ 
るということが分かります。 
その内容を見てみると、富谷町の０から４歳までの子どもの数は平成２５年が最大で１，３８７人、

最少が平成２３年の１，３４２人となっています。 
４０歳から４９歳までの女性数は平成２２年からこれまで右肩上がりで平成２２年を１００とする

と平成２７年では１２６となっています。 
美里町及び利府町で落ち込みが見られた１５歳から２９歳までの人口は平成２２年を１００とする

と９９．９と横ばいであり、３０歳から３９歳の女性数についても平成２２年を１００とすると平成

２７年では９８．２とほぼ落ち込みが見られないことが特徴です。 
では、女性１，０００人当たりの子どもの数を美里町、利府町及び富谷町で比較して見てみます。（図

３７） 
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  図３７ 

 
グラフの頂点を平成２２年とし、時計まわりに平成２３年、平成２４年と順に平成２７年まで表し

ました。また、グラフの中心から離れれば離れるほど１５歳から４９歳までの女性１，０００人当た

りの子どもの数が多いことを表し、中心に近づくほどその数が小さいことを表します。 
平成２２年から平成２７年までのいずれの時期においても富谷町がその数値が高く（多く）、いずれ 

の時期も美里町の数値が低い（少ない）ことが分かります。 
同年代の女性数１，０００人当たりの子ども数による比較であることから、各自治体における子ど

もを持つ意識、子どもを産める又は子育ての環境の充実の度合いが図れるものです。よって、美里町、

利府町及び富谷町を比較すると、現在のところ富谷町が子どもを持ち、育てる環境が最も整っている

と判断することができます。 
１５歳から４９歳までの女性の移住・定住を図り、単にその数を増やしても少子化対策にはつなが

らず、女性の妊娠・主産・子育ての切れ目のない支援策を充実することで、結果的に上記グラフの数

値も向上し、少子化対策、人口増等につながります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(１０) 就業者の動きについて 
ア 美里町の住民の就業場所 

    美里町の住民のうち就業している者は、平成２２年国勢調査の結果によると、１０，６１６人

であり、その就業場所は次のとおりでした。（図３８） 
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   図３８9 

 
就業者の９８．７％にあたる１０，４７５人が県内で勤め、そのうち３１．７％（３，３１７人）

が町内で就業しています。しかし、大崎市で就業している方も２９．９％（３，１２８人）ととても

近い数値となっています。県内で働く方の６１．５％（６，４４５人）が町内と大崎市で占めていま

す。次いで仙台市となりますが、その割合は１４．４％（１，５１３人）と一気に数値が下がります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
9 図３８から図４８まで、平成２２年国勢調査による数値 
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イ 美里町内で就業する人の居住地 
美里町で就業している方の居住地の状況を見てみます。（図３９） 
美里町で就業している者は、平成２２年国勢調査の結果によると７，４２７人であり、その就

業者の居住地は次のとおりでした。（図３９） 
 

   図３９ 

 
就業者の４４．７％にあたる３，３１７人が町内に住み、大崎市から就業している方も３０．１％ 

（２，２３９人）いることが分かります。美里町で働く方の７４．８％は町内居住、大崎市の住民で

占められています。 
美里町から県内の他の市町村で就業される方は７，１５８人（図３８）で、県内の他の市町村から

美里町に来られる方は４，１１０人（図３９）となり、就業者は他の市町村に流出していると言え

ます。 
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ウ 就業者の流出・流入の状況 

就業者の流入・流出の関係を県内市町村ごとに見てみます。（図４０） 
 
図４０ 

 

※ 美里町は差引ゼロのため除いています。 
  

左端の登米市は美里町へ働きに来られる方のほうが、本町からの就業者を４２人上回り、本町への 
就業者が超過しています。しかし、同様の本町への就業者が超過している市町村は登米市、栗原市及

び色麻町の２市１町しかなく、県内の市町村のすべてを相手にして就業者を送り出すといった結果と

なっています。これは、交通の利便性が良いという好条件も言えると同時に、町内に雇用の場がない

という地域の問題も影響しています。 
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エ 産業別の就業場所 

では、就業者を産業別・男女別・就業先別に割合を見てみます。（図４１、図４２及び図４３） 
 
図４１                図４２ 

 

図４３ 

 
第１次産業：町内での就業が全体の９５．８％を占めています。女性の就業が３７％強です。 
第２次産業：男性が全体の７０．７％を占めています。町内での就業が２８．７％にとどまってい 

る。 
第３次産業：町内約４０％、町外約６０％と半分以上が町外で就業しています。 
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オ 就業スタイルの男女別比較 

就業スタイルを見てみます。（図４４・図４５） 
 
 図４４                  図４５ 

 
男性と女性とも町外で就業する方はほぼ同様ですが、町内のどこで仕事をするかという点を見ると、 

女性は「町内で、しかし家以外の場所」が多く、男性は「自宅で」という傾向が見られます。 
 
カ 業種別による就業場所 

    自宅で仕事、自宅以外で仕事又は町外で仕事の状況を仕事・業務別に見てみます。（図４６、図 
４７及び図４８） 
 

  図４６ 
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  図４７ 

 
  図４８ 

 
男性と女性に大きな違いは見られませんが、その中でも男性の「町外の教育、学習支援業」、「自宅

での金融業、保険業」が女性よりその割合が高く、女性の「自宅外での卸売業、小売業」、「町外での

不動産業、物品賃貸業」、「自宅外での宿泊業、飲食サービス業」がその割合が高いと言えます。 
 

５ 美里町の将来推計人口と目標人口について 

 (１) 国による推計人口 
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    国の機関である国立社会保障・人口問題研究所は、平成２５年３月に本町の将来にわたる推計 
   人口を示しています。（図４９・図５０） 
 

図４９ 

 
 
図５０ 

 
この推計によれば、美里町の平成２２年国勢調査人口２５，１９０人が、３０年後の平成５２年で

は１６，６６１人とその数８，５２９人減少するとされました。これは住民の３人に１人がいなくな

るという規模の減少になります。 
人口減少については真摯に受け止め、住民皆でその危機感を共有する必要があります。 

  
(２) 町による推計人口及び目標人口 
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    町では平成２７年国勢調査の速報値（平成２８年１月公表）を受け、推計人口を作成しました。 
また、推計人口も基に今後の目標人口を併せて設定しました。（図５１・図５２） 

 
図５１ 

 
Ａ）社人研（Ｈ２５．３月推計） 

⇒国立社会保障・人口問題研究所による平成２５年３月における推計 
Ｂ）町推計（現状維持） 

⇒平成２７年国勢調査による速報値を用い、現在の合計特殊出生率及び社会移動による推計 
Ｃ）町目標（出生率向上、社会増減なし） 

⇒平成２７年国勢調査による速報値を用い、目指す合計特殊出生率及び社会移動による社会 
減を無くした推計 

 
２０４０年において最大のＣによる目標人口（１９，３０６人）と最少のＡによる推計人口の差は 

２，６４５人となりました。 
美里町総合計画・美里町総合戦略における推計人口、目標人口は次のとおりです。 

 
   図５２ 
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平成５２年（２０４０年）の推計人口は１７，５６４人であり、その推計人口を上回り、目標人口

（１９，３０６人）を実現するための要素として、下記の２つの目標数値が実現することが必要です。 
 
【自然的要因】   平成５２年（２０４０年）の合計特殊出生率★ １．８  
平成５２年（２０４０年）までに合計特殊出生率★を１．８まで回復すること 

そして、 
【社会的要因】 転入者数 ≧ 転出者数 

（平成２８年（２０１６年）から平成５２年（２０４０年）まで）  
平成２８年（２０１６年）から平成５２年（２０４０年）までの期間における転入者の数 
を転出者の数以上すること 

 
６ 今後の課題、展望及び方向性 

  これまでの分析を総括し、今後の課題と方向性を整理します。 
1. 高齢化 急速な高齢化に対し逆らうことはできません。高齢者の方々が生き生きと暮らせるま

ちを目指すものです。 
2. 少子化 少子化の進行は将来の町の存続に直接影響を及ぼします。よって、まずは若い女性の

移住・定住を促進し、結婚し、働きながら妊娠、出産、そして子育てできるまち、また、「二人

目の壁」を突破するまちの実現を目指すものです。 
3. 雇用 大小を問わず、町内で働く場の確保、また、他の地域から就業される人を増やし、賑わ

いのあるまちを目指すものです。 


